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《研究ノート》

王者構成強化案とその反対論

-1  LO第48罰総会の詩論からー

新 J11 士郎

まえがき

この小請は，さきに発表した鵠稿(r記録投索の諮果分新 ILOのー断
北大経済学研究第場13号3・4令指号揖載〉の補論てどなすものである。

さ舎の撞摘において，紘は， I LO第37毘 (1954年〕総会から第47回〈

1963年〉 までの11問の総会でおこなわれた合計 133隈の記録投票の結果

して， ~議 i燦社余E主策1) の決定過程において三者構成というメカ

ズふがいかに機能しているかを務千分析した。そこ

震にしていえば，三者構成というメカニズムはILO創設当初想、怒されたよ

うな整序的機能をこんにち必しも充ニ分に泉じていない，ということであっ

ILOは，加盟醸の政府・笹舟者・労働者の各{己表がJそれぞれ独立性を

保ちつつ黙考察の立場に立って関障社会政策における f義務創設jおよび

とILOの鰭計画の策定とに参加する，という の特質の故

に:;:!..ニ…グな菌!際機関だとされている。しかし，もしそうした特質の破綻

から議序的機能が実質的にも減迭するとすれば， 1 LO 

失われてしまうことにもなろう。三者機戒の鴎題が深刻化したのは， I LO 

の歴史からみれば，比較的新しいこと、台あるo それはILOの命運をかけた

といえなくもなL、。かくて，本年 (1964年〉の第48回総会で 9聞の

として iILO三務構成の強化に関する決議案J (以

下， とよ したのである。

この小績は，よその際療の投げかけた郎題点てど探り， 実現の
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明らかにしたいのである。

最近でt土worldsocial policyという言設がしばし

ば佼われている。例えば ILO，Provisional Record， 48th Session，1964 (以下，

48th P.Rと略す)No. 38， pp. 401ff. Il) Morse 4l~枕獄、際会爪出精油開も

1. 経

まずき強化決議案の審議経過と

の概

とさと欝単に説明しておく。

第481Bl総会は196Mド6月17尽に開会され 7月9自に閉会 そのへき

き〈他の17の察件の審議と併

おの 7.Fl9日の本会議に李氏

した。その間，

おい 言及する発言が，まと

表からなされた。 7月9日

修正決議長察の本文を賛成165・反対0・

でもって否決し，箆案とした。

(内，

える

し

つぎにその決議案の原案ーをかかげておく 1)0 提案者は，スエ…う〆γ ・イン

ド・メキシコ.13;本・キプ担ス・米間・パキスタン・プランス・-l!イロゾの・

る。

ILO三者構成の強化に闘する

r 1 LO総会;工/欠乏に対する戦が「労機器およ 政

とi可等の地位において，

および民主的な決定にとも tこょっ

て」遂行されねばならないと述べたアィラデルブィア

成長草剤が力強く確認されていることに注告し/ILOが議設以来成

ぢた事業が， 1 LOの基礎のーったる三者構成の{蔀銀役充分に議務している
仁

」 ι

が多くの ILO いて設置されつつあり， らはILOの強イヒtこ



寄与

Z者機成強化祭とその反対論新)11

と労{勤務控員との

18号

でおり

かっその数はますます機加しつつるること

と技術協力分野のi活動と

し/ILOの，地域

とすべての活動とについ

て，三者機設の強化の ることな自覚し/純粋の三者機成原則の嬢結で

、てグノレー

ILOのす三うりかつ王者構成の存立条件である

ベて

らないこと

!的確立会長部としている ILO

y ~ ) 
0，-C し?ましvi，

年とに表現した毘解，すなわち

立的でなくてはな

会労儲者の ざるべきこと，かっそ

しているjという

び

こ
よ

き

と して，

ILO理事会に対し，つ

(1)事務総長をじて，

阜の各代表EiIを派遣するという，

るO

さ しめ

oこと。

(2) して，加盟毘政府が使労代表霞の る

したことと代表指名にあたっ

諸条件とを揺綾田政府か

長をしいて， り

したこと しめること。

(3) 主税代表鴎の総会派遺という遺棄務を議行するにあたり

の経験することあるべき誇顕滋を考議すること多および、それ

するためにとらるべき可能なる措置を検討すること。

い) すべて ILO 

した比率において使労のサ{グノレから努念集めた，あるいは多ケ合vこ応じて

使労のサ…タノレによって提供された人員が出席することを保障すること。
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(5) 1 L 0 

しめる

して サーグノレと 9接触合

してとらしめること。

9離に専門家を援洪する図々の使労(6) 

の巨主体と出来るだけ充分にiあカせしめること。

(7) 技術協力計画から受益する翠々なして，それらの障における ILO計

のあらゆる設諮にゴすいて使労障体を程五に街接に協力せしめること。

(8) 1 LOの協力するすべての技術援場計離において上述の諸条件が遵守

をとv」る
もし
V

M
てh
A
w
 

j

〈

じ
吋

C して保障せしめること。

くの ILO文警で定められている語体において

されているか1Ifかについて， うよ

う条約・勧告遠足専門家按員会に要鵠することの」

、て計36の修工E窓、見が提出された。 そのほとん

ど全部は，原案のもつ表現上の不明確立;'a:'修正するためのものであったの

で，異議なく採訳された。 そのほか，新しい項図も原案に加えられた。しか

し，追加分は，原案の謀本線神に変獲を加えていない。

された決議委員会修工E案はつぎのごとくである2)0

ILO三者構成の強化に関する

r 1 LO総会は/欠乏に対する戦が「労{勤者および使用者の代表者が，政
読の代表者と尚絡の地位において，一般の福祉を増進するために自由

およびE己主的な決定にともに参加する継続的かっ協調的な

で」遂行されねばならないと述べたブィラデルフィ

成露出が力強く確認されていることに注践し/ILOが創設以来成し遂げて

ょっ

きた卒業が， 1 LOの基礎わーったる

ことな確信し/労使罰体がみずから?に淡を選出し政情代表と

している

ペ〉 る機会たる国際的公館討議の唯一の場所を 1LOが提供し

ていることを考慮し/1LO三者構成に類叙した王者機成の勧告機関その他

くの ILO加盟国において設まされつつあり，それらは1LOの

と労働者勢員との限の代表の
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でおりかっその数はますます増加しつつあることな承認し/ILOの地域的

と技術協力分野の活動と会合むすべての活動について，三者構成の畿

と強化との必要なることな自覚し/ILOの三三者構成を選守することが，

社会正義の世界飴樹立てど伝説としている 1LOの事携を脊効に追求し発展せ

しめる最善の手段たることきと宣言し/委経状委員会がしば

は1961年"と1963年とに淡拐した見解，すなわち「非政府代表は政府からもま

た相互的にも独立的でなくてはならなL、，0 さらに，寵章第3

は，使用者および労i勤務の団体の存夜が許ざるべきこと，かっその行動の自

由を享受すべきことの双方合要求しているJという見解，な懇話し再確認し

て~これに ILOの実施的活動の分野における寵労間体の

役割合強化す削る

定者ど歓濯して，

と と しめることにした第159

1 LO理事会l'::.j;fL，つぎのことを婆議する。

(心 事務総長なして，総会沼集の捺相立に充分に独立して行動し得る

の各代表鴎を総会に派遣するという，露軍に定められた義務を加毅濁

せしめること，また，地域会議召集の際試地域会議に闘する幾則のうち

当規定を加盟障に想定己せしめること。

(2) 事務総長をして，加膿欝致府が使労代室長腐の

際佼労毘体と協議したこと

よび滞在設と

しめるよう，加盟擦政府に要請dぜることO

(3) 1 LO総会およ

る

よび顧問

してし、ることを確

るための費舟を

る ，恕盟簡がま口開なる までまた知何なる譲治で、羅行してい

ないかを，"またかかる事態の発生 るためにとり{与る可官旨

も併せて，検討することo

経) -l::ミナーにヲその目的に合致するかぎり，護労団体と協議の上でかつ

1 LO させて任命さされた脅ささ出席せしめること，ま

たかかる露刻は， もって構成されねばなら
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ないとしづ要請に鑑み，専門家委員会に出席する者の選出に当っても適用さ

れねばならないこと。

(5) 1 L 0地域事務所・支局・通信員をして当該地域の使労の団体と密接

な接触を保たしめるに必要な措置を，事務総長をしてとらしめること。

(6) 事務総長をして，専門家を動員する際に専門家を提供する国々の使労

の団体と出来るだけ充分に協力せしめること。

(7) 技術協力計画から受益する国々をして，それらの国における 1LO計

画の実施について，また可能な場令は 1LO計画の開始について，使労の団

体から密接な協力を得せしめるようにすること。

(8) 1 LOの参加するすべての技術協力計画において上述の諸原則が遵守

されていることを，事務総長をして主張せしめること。

(9) 三者構成たることを 1LO文書で定められている三者構成団体におい

て労使聞の代表の同等性が実施されているか否かについて，特に注意を払う

よう，条約・勧告適用専門委員会に要請すること。

帥憲章第23条第2項の有効なる履行を確保するため 1LOのとり得る措

置を考慮するよう，条約・勧告適用専門委員会に要請すること。

帥 (的加盟国政府に対し，かれらが 1LO総会の議題に関する 1LOから

の質問に対し回答を送付する前に，労i吏を最もよく代表する匝体と協議する

よう，勧告すること。

(b)その勧告の有効なる適用を確保するためにとり得た諸措置を考慮す

ること。 J

注 1) 48th P.R. No. 2， app. pp. VIII-IX. 

2) ibid.， No. 3， app. II-V. 

2. 廃案に豆らしめた反対論の内容

さて 9国使用者代表の共同提案の理由は何であったか。この点について

決議委員会で提案理由の説明に立ったフランス使用者代表 Walineはこう述

べているわ一一(1)代表団グノレープの完全独立性の原則は必しも尊重されてい



ない。 (2)委法状委員会は，加援菌政府が路間

3 5 、器国の労使団体と

新川

る

したか否かについて

193 

充分につかんで、いない。 (3)総会毎に多数の

その菌の財政顕難にある場合が多い。その

り，その原菌が

ないか。科専門家の-t:ミナー しも

きでは

でいない

し，それに出席する労使代表の缶命にあたづても労使団体は必しも

づ、かっていない。 (5)1 LOの技術援助計蕗の遂行にあたって動員される

家の参加について労使間体の意見が反映されねばならない。 (6)王者構成原郊

の実施を鎚遣さするためには，条約・勧告適用饗員会がもっと活動する

Jある，とo

この提案理aは明決である。しかも，極めて護要な意味なもっている。す
なわち，衰をi悲していえば，三者機成藤長5はそうした部閣においてこんにち

まだ充分に滋守されていない，ということになるからである。臨みにωの夕、
ノレ{プの完全関白独立性の問題は経近の三三者構成論争を誘発したそもそもの

要閣の一つで、あったし，後述ずるごとに後に長く躍を引く問題であるo(2)の

代表佳命の際の手続上の過誤の間麟はi尽くして新しし必 O しかし，

j原邸を脅やかす一層探瀦な原器は，とりわけ新興舗にみられる

負担である。

それ故，

ところでコこ

ずこ，

からいえば， (4)(5)(6)はむしろ付随的とみてよL、。

ぐる皮対識はり)と(のに集中したのである。

らいは，どこにあったのか。こ

らたときs 羽Taline

ことは 2 加盟際政府が窓

てこう述べ

られた手続に銭ってif命することであり，かっ使労代表がこのジヰネ…ヴの

会場にやって来ることであるJと。 Walineは言葉さどっずけて， r出席した

強馬表と労{勤務の各代表および額開の数を比較すると，使活者側が新然少く

しかも， 自撰E主府が負担してくれなし 3日前にこの会

りついた使患者代表もいる

用者側!の劣勢を強化すること

るJ3)と。つまり，総会における

いたのである O そして，その
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とし"と，キブ戸ス

代表ーの鼠由独立性と 1L 

府によく認識せしめる必繋があり，

数だけの各罷代表さと総会に

さて，そう して?いかなる

された決議委員会報告が緩めて

多~3 号

1 LO理率会合して，

している義務とな各加盟国政

ょっ"cはそ

しめる必要がある， とヨミ揺し

らまLたか。ま

てみよう。そのためには，

しているから，そ

i揺するのが，組解に法使であろう。

fこの決議は， 1 LOのすべてのi活動-1LOの地域間設jと技術協力の分

ける三務総戒を強化するために 1LO理事会のとるべ

るものである。多くの委員は，諒案にもられた接競定のう

干のものについては，態度を保留したが，使用務代表が進んでこう

したことに誌歓迎し， 1 LOにおいてだけでなくそれぞれ自

いても三者構成原郊を実行することの重要な月rr以を力説した。尤も，イタザ

ア政府代表のごときは，三者構成原則そのものに対しではこれをピ支持すると

述べながら， 1 LOはすでに発生している世界の社会経済鵠勢の変化を 1L 

Oの構成に反映さ‘せねばならない，作]放ならば三三翁構成原剣が実擦に適用さ

れる場合この しばしば悪揺さされてかえって 1LO 

る結果となってし、るからである，しかもこの原案もそうした事懇合改善し

るものな全然含んでいない‘その上，加盟関からは到底受け入れられない

ような， 1 LOと加銀閣との関係の竣lE条項を含んでいる，と主張した。 ま

た，ウクライナ政府代表の意見によれば，諒案はわれわれの興味をひかない

し，たとえ援訳されても効果はない，ということであった0 ・H ・H ・..多くの委

「総辞の王者構成燦黙の帰結であり三者構成の存立条件である

訴のグル…プ自治は，終?こ 1LOのすべての機関においてグル{ブがその代

表を指名する場合に，尊重されねばならなL、jという一項には強く反対し

た。……グノレ…ブ霞治の間溜をめぐる 、"C，イタ手ア政府代表は，
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王者構成E室長立は 1LOの喰ーの基本藤郎!でなく，グループといえども 1LO 

という全体の…分較にすぎないのであるからグノレーブの権特と持ー擦とは当然

ILOの世界註原裂と 1LO全体の決定とに服すべきである，と主張した0

・・ブラソス政府代表は，私企業主ピ廃し公企業を採用している加盟臨もあh

a ば他方私企業と公企業との並存する加課閤もあり， 1 LOがヲi続

うとする隈りは使思議きという概念を私企業のそれにj設定すること

はできないし，厳密な昔、味でのグループ自治さと主張しでも 3 それはできない

ことである，と述べた。こうした討論の援もなお，使用務倒!委員たおば，世

界性察剥が主務構成原陪やグノレ…ブÊl~告の}車問に優先するという晃解には向

るに歪らなかった。……J5) 

さで， -三者構成強化原案に対する反対論の骨子は，ここにさi用

員会報告が大づかみに紹介しているが，以下錨々の反対論についてさらに立

入って検討してみたい。

と敬遠じて議99の意見の開際があり，さ

おけ る討論の際にも

間あり? 117回 されている。もちろんその内には同一入の

が通算されているので，発言殺の数は50人余りであった。

まず， (イ)こうした強化案に対ずるいわば補極的反対論ともいうべきもので

あった。すなわち， 1例えばベネゼラ 「

る間々にj匂って今さら王者構成康郎の霊芸ぎなる辞以会説くのは不必

るjと述べたときめ，それは，この決議壌のねらいであっ

からの抗弁を代表していたものとみることができる。しかし，こうした反対

論は?積極的効果、合生家なかった。

(吟三表構成原郎自

にちの最大の

にj匂ってなすべきでは沿く，

いが，致飛の然淳一解こそ，こん

る。すなわち，

こそ向けるべきだ，という反対

識である。たとえば，メキシコ使用者代表は，こう主援している，一一?と

税構成箆剣が各加盟額とりわけ嘆に開発途上にある国々にとって霊婆でまうる
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ことは論をまたないが，それらの国々では使用者団体(一般に信ぜられてい

る程この団体の財政は豊かではないのだ〉に対し，必要な援助を与えていな

い。使用者団体は代表全員を総会に派遣する際しばしば大なる困難に遭遇す

る。すべての委員会に充分な員数の代表を派遣したくとも，それがで、きない

のである。総会出席費は使労団体でそれぞれ負担せよと考えている政府が多

い。そうした政府に正しい認識をもたせることが先決ではなし、か」と7)。け

だし代表が会議に出席できなければ，事実上三者構成は成立しないからであ

る。同一趣旨の発言を，コンゴ(プラザピノレ〉労働者代表も述べているめ。

つまり，問題の核心は政府〈後進国の〉に在る，というのである。

り伊)に対する反論として， r各国政府の車面している困難の原因を検討せ

よJ (ナイジエリア政府代表〕めさらに， r毎年の総会の議題を少数(たと
えば 2)に絞り，しかもそれも基本原則の討議にのみ止め，詳細は地域会議

における討論に一委せよJ (マレーシア使用者代表)10うとし、ぅ提案があっ

た。こうした意見の対立に対し，この対立を押し進めてゆけば憲章改正論に

まで発展するであろうという仲裁的意見が出て11)，結局その解決は後日に延

ばされた12)。

い)三者構成強化案は， 1で述べた所から判るように 1LOのあらゆる機関

に三者構成原則を貫徹させようというのであった。これに対し，その必要な

しとしづ反対論がある。その一つがカナダ政府代表の意見であった，一「セ

ミナーや会議がいつの場合も三者構成で、なければならぬ理由はなL、。専門家

からなる委員会の目的は，労使の必ず有しているとは限らない特殊の才能を

利用して人民 (people)からの助言 (advice) をILOに提供するにある。

従って，専門家はむしろ労使からは自由独立していることのよい場合もあ

るJ13)と。この見解は画一的な三者構成化の構想に対する頂門のー針ともい

うべく，後に述べるごとく機械論的要望がかえって， 1 LO事務局高級職員

のポストについても比例代表的に共産圏諸国にも割振りせよ，とL、う主張へ

途を拓く結果となったのである14)。

制強化案に対し決定的打ー撃を与えた反対論は，三者構成の強化がやがては
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各部盟問設府に対する るかも知れない，としづ懸念に立総する

ものであった。米間。インド・パキスタシ・ス{〆γの令致指代表が強化祭

に反対したのは，そうした根拠からであった。すなわち，各加援国政府が代

衰の総会派遺にあたり使労間体の令室:を得て代表指名をおこなった事喫およ

び代表派遣饗を政府が負強している

4きられることは， r徒らに致般の資をな重からしめる結楽になるであろう…
…代表指名については労読と協議するに止めるべきで‘あるJ (米醗主主庶代

表)15) r労使政策に関するあらゆる事項について，労使題体と充分に協
ることは翠ましいが，協議を必重きとしない事項もあり，政府の専決事項も

あるJCインド政府代表)16) r民主主畿霞において捻，すべての労夜鴎体か
ら問索、な取りつけることi主事実上摺難であるJ (パキスタン政府代表)17)。

こうした懸;念が，設に見られる通り，多くの後進悶政府代畿をして禁法にあ

たり楽権4きしめる動識となったのである。

{へ)いま一つの強力な反対論は，各酪の実慣に照して労視の竪剖のつけ英霊い

という環出に姦くものでるq た。この強化案が西欧先進諮問のバター γをも

ゥて翻一的に各閣のさ三者構成主ピ手詳しようとした所に，そもそもの関綾な事i嘗

が伏夜していたわけである。労{交の境界線が必しも明確に引き襲撃い理由とし

られた。その一つは社会主義経済体鎖ないし諜合経済の支配し

てし、ること， " 、ま

てアアジカ

表，マジ{

よる

フランス政府代表など，

ア，コンゴ〈ブラザピノレ〉

と とし

したの捻りベヲ

よれば，

吉野構成原知とグノレ…ブの完全臨治とは毅格すぎる。マリ{その越の業rr興協議畏i

では，とりわけ註大企梁が簡営企業である;場合，労龍の陪に明確な境界線は

引き難いのであるο……国家建設という関民を挙げての努力が，

ー線を打ち砕いている。これらの冨に先滋爵の労箆関係を適烈するには，無理

があるJ18) r間民経済計調と生産性向上とへの労i勤務の協力の必婆という古tr
Jこは，労{交の境界緩に関する長老成の観念はかすんでしまっているJ1めという
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反対論は，

J 
乙伺W

いて棄権した笹造調の政府代表ととりわけ労働者fと

していたものであった。

約共産関諸国?と表はこの強化壌に一斉に反対の磁列をしいた。かれら

対論の内容は援めて多般にわたっているが，それを要約すれば、， (1)1笠界の社

会経淡情勢は大きく変化している。それに対し1919年当時の三翁構成牒則を

押しつけるのは時代錯誤であり，特に新興諮際の場合かれらの霞民感情を無

ることになるのみならず，かえって新たな紛糾没者;

(2)三者構成原知念霊視する余りグノレー

段があり，その結果は少数派た

となるG

され

権は圧殺され， 1 LO内の詑主ミ主義は破壊されることになる<;)(3) 1 L 0の様

成の改善にとってさき湿必要な措置は，理事会における労{勤者代表の増員と各

くILO事務局高議議員の場合を含めて〉にー農地域的な配分1¥JlJ

ることである。 (4)1 LOの決議すベ

要なるものがあるはずであり，それはILO

すなわち未加盟のや賠・東ドイツの邸時加盟の法認で、ある》とし寸四J誌につ

きるようあ勺る。すなわち，その::i:なる発替を拾ってみよう。

はウクライナ政府代表はこの強化壌を審議案第一勾?として取上げたこと

難しその按罰てど求め20)，ギューバ使用者代表はグループ完全自治の行過ぎの

ハンガリ

と中関・東ドイツの加擦の必要な説き22〉，持

じくハソガリーの労{勤者代淡は王者構成強化の決議よりも

ヰまイじの社会経済的利益の研究がILOにとっ

し23)，ノレーマエ7致挺代渓は， 1 LOI今の地域比例代表舗の強化の必要てど互主

張した24)0本会議の最終討議において，ウクライナ政資代表は，この強化案

がガ…ナそのf阜の新興躍の国民館、E請を踏みにぢるものであり，ただ…部の障

り， もしこのき裂が採択されれば ILO

の世界性原則と と との隣i係は漢語Lするであろ

う，と またチェコスロバキヤ政府代紫は，世界の現行



三三者縁成強化芸能とそのa対論 新JIl 19少

社会体制に照応すべき現実的な三者構成寵念をi設立するうえにこ

摘境岳部分は何 る所なしときめつけ』た26)。

注 ILO， Resolution Committ己記， C. Res. PV. 2， pp. 4-5. 

1密総会から慾5沼までの間労働表代淡の

う

霊訪の米発達による場合。〉多いことは?きも今も変りないようである。

3) 48th， P. R. No. 52， p. 516. 

4) C. Res. PV. ]V， pp. 2-3. 

5) 48th， P. 1え.No. 39， App.， pp. II-IV.なお， その文撲につづいて， 修正

についてその成案を得るに怒るまでの鯵1E経過が述べられて

いる。原文には各パラフ毎に事番号が打ってあるが，ここで、はそれは不必要である

からすおいた。

6) C. Res. PV. IV p盆 4，同じくベネゼラ政府代表も f開発途上にある図々の

ことには感謝するが，これらの関

るoibid.， p. 6. 

7) ibid.， p‘3. 8) ibid.， pp. 6-7. r労使関体は経授な自:弁ずべきでない。 J
9) ibid.， PV. V. p. 4.続いて「その原因がeflj切したとされ その緩和策もおの

ずから決定されるであろうJと主張したが，修正察5総務き疑問(2)に見られる巡り，
原因の検討以上の兵体的措霞は成文なれなかった。

10) 48th P. R. p. 179. 11) 米国政府代表の発言一

とすれば，窓禁改定が必華客となろうJC.Res. PV. IV. 
P・4.

12) 向じく，政府の無線j絡な慾皮を非菜設する発言ぎとして， r各加照国政府はI
LOに提出ずる各緩報告書の写しを提出前に使労団体に回付して意見を求めてい

ないJ (ダγぜ…ク佼用者代表， C. Res. PV. IV， p. 4)0 r条約・
会は，各加E昼間政府に対し，各方見渡忠政府が条約・勧告越沼状況.~ifl.告を 1 LOに

提出する際予めその写しをEI

かまコらず， 多くの闘ではそれをP怠っているJ
V， p.めなどがある。

である0

ょう実務しているにもか

ibid.， PV. 

P というの

13) ibidリ PV.IV， p. 7.この主主見に主守しては， 凡そ芝専門家とよばれる者は

際には産業界と援数が薄いから，むしろ使労各団体の方から遂んでそれをど発掘し

縫議すべきではないか，とL寸筑捻もあったくイギリス使用者代表 ibid.，PV‘IV， 
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p. 6) 

14) ウタライ (48th P. R. p. 517)およびルーマニア政府代

表の主張 (ibid吋 p.197-8)。

15) C. 1支es.PV. IV， p. 4. 16) ibid.， PV切 IV，p.5. 17) ibid.， PV. V， p. 3. 

:l"Oよびスーダγ政府の発言言 (48thP. R. p. 51η 

C. Res. PV. IV. p. 4.マリ

19) リベ芦ア矧勤務代茨の発言 (ibiふ p.5)， 

の区別をはっき?り

「だか

と米国使

とき (ibid吋 p.5)それは，会然説得力をもたなかった。か

くて，ノルウ品一政府代表から f三1号機成原則を絞絡に規涜することは必しも望
玄しいことでないJという譲歩的主意見が出たのである(ibid吋 PV.V， p. 2) 

20) C. Res. PV. IV. p. 5. 21) ibid.， PV. V， p. 3.および 48thP. R. pp. 

361-2. 

22) 48th P. R. p. 4，1. 23) ibid.， p. 169.統げでこう述べている rILOはも

っと大総に家織の社会的経淡前総菜を研究せよ p といいたい。

会の発渓払与えた影響を研究する必喫がある。われわれは，国有産業に必げる民

主化と新労使関係の形成とについて広汎な経験をもっている。こう

底的に研究することは 1LOの効果的な総叉力政策の策定に役立つであろうJ0 
24) 48th P. R. p. 197伊-8. 25) ibid.， p. 517. 

26) ibid.， p. 515. 

3. 討論の掃

ように 9閤 る rIL

戒の強化に関する おいてほとんど各行に豆っ

の撃が加えられ，総会設終おの本会議に報告，記録投畿の結果，賛成 165・

反対o.楽機84'a:'もって否決1された。理解に伎ならしめる

まとめてみると，次表のごとくである(政は政府代表，伎は使用者tt表

O 

とアフヲカ

罷を含め き点は，ここでもま

E替の代表が とっていること 1) および岩干の例外をど総~新興国の

したこと，さらに f先

はそ してし、ること，とり よびマ
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ヲ……冨〉以外の各際の使}号者代表が(許諭の過震におい

もかかわらず〉全員法議事誌に賛成していること，であるの O

dて，ここで，われわれはさまざまの疑問を提恕することができる。剖え

く〉したか， (2)アアリカ新

の政問代表は{開放棄権したか， (3)同じっrフ担カ新興諸国の使用者代表

は伺故賛成議きと投じたか。

もちろん個々

あろう。しかし，

きについていえば， りの動機や背景があるで

として一定の方向にi匂っ

とき，そこには儲々 ，共通の器密が伏夜していると見なけ

ればならなし、その製!悶は一体伺か。

、ては，さきに紹介したかれらの反対識からしてこう

は充分に椴認され得た所であった。決議委員会で，イタヲア政府代表 Ago

が「三者穣戒厳則を尊議することが直ちにもって伎界性腺則のごとき ILO

の他の諸原裂の経読を設、味しない。知将なる社会経済体畿を選択しようと，

それは各爵政府それぞれの礎科であって，

らない。……グループ鴎 といえども，それは， 1 LOの諸機関

のも られた権科に対しては下位に立たねばならないので、ある。

ーもしこの決議が実行に移されると

と述べたとき，その発震は，こう

1 LOは磁波の他はないJ3) 

しようとしたためだ

と，解すべきであろうG けだし，誌は再三再四発言して，グノレ…プ自治の謀

長ljは三者構成原則の下位に立つべきもので，三三者構成原則自体が世界性捺則

と主主列関係にあり決して後者に譲位するものでない，と主張し，

構成強花に諸口して特注委員のグ/レ{ブ締出しを合理化することには反対し

ていたから る。

、てo一方では強化案に盛られてし、 メカニズム

日論議見と，他方では開発途上にるる関々の労繍濯識や労使関係の構造

などの現状との Gap

て見ても，それ

~o しかも，その実施項践のどれーっとっ

合対象にして起草されたものばかりである。これら
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の悶々の政府代表としては，自隈の現状より半日新して到底受け入れ草色、もの

と結論したのは当然である。強化事誌は，組想、きと追うに金、なる余りかえっ

る。 r先進罷Jのパタ…ンを押し付けるに急なる余り，
かえって容器の枠合こわしかけた撲がある。辞せて設問a(3)。にもかかわ

後i懇話題の使用者代表は全員資成薬会投じているのである。かれらには，

いうがごとき f留民感?藷云々Jは問題とならなかったのであ

る。むしろその根底には資本対労働の対決があった。

しつつ世界性原資IJを震設するためには如特に ILO

すべきかc また，持原則の栢踏の下で， 1 LOの義務誕設活動と

るか，さらに，議IJ設される義務なり設認される労憾基

りの内容そのものが如何に挺移するか，依然検討すべきま子題毘である。

注り この現象については前掲描縞で詳しく述べてある O

2) 空向の所は， P. R. l'とは特別の記述がないので，去を投家宅ヒ示すとだfしてよ

い。もしそうだとゆすれば，不夜殺の多いことに注関ずべきである。ここにもさ三省

(不完全代表隠の多数の彩子匡〉が殺取出来るわけである。

3) C.Iミ己s.PV. V. p. 4. 

〔付言己〕 こ る て，ジ品ネ}ぢfの 1L 

々の有益な資料を送っていただいた。 る。

(1964.11.1) 
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